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医学図書館の建替えに寄せて 

                  法医学講座 神田 芳郎 

                    

現在、医学図書館長を拝命しているが、雑誌購読料の予算には当然ながら上限がある。近

年の購読料の値上がりに加え昨今の円安が追い打ちをかけ、閲覧できる医学雑誌が年々減少

していることなど頭が痛いことばかりであったが久しぶりに明るい話題が舞い込んできた。

本学 100 周年の記念事業の一環として、看護学科や医療検査学科の教育棟に並ぶ形で医学部

教育棟の建築が計画され、その中に医学図書館も加わることになったのである。建物の老朽

化も進んでおり、早急な対応が必要であったが、ようやく実現する運びとなった。医学部教

育棟建築実行委員会が組織され、建築の設計コンセプトが必要であり、医学図書館に関して

は、建築実行委員会のもとに医学図書運営委員会のメンバーを主体としたワーキンググルー

プを組織し提案することとした。現在は主要な医学雑誌は多くが電子化されていることから、

図書館のあり方は大きく変わり、これまでのように書架にたくさんの冊子を並べておく必要

がなくなったため、書架に割り当てるスペースは従来よりも削減できるものと思われる。一

方で、100 年という歴史を有する本学の医学図書館は古い文献、書籍を保有、保管している。

これらの貴重な財産の保存も重要な図書館の機能であるが、この点でも現在の医学図書館の

保管庫の条件は劣悪であり、一日も早い新建屋の完成が待たれる。また、古い文献について

も PDF にしておけば、簡単に電子メールで送付、すぐにその内容を閲覧できる。 

さて、学生の教育、とりわけ ICT（情報通信技術）を活用した教育に関しては、令和 4年

度に改訂された医学教育のコアカリキュラム中でも新たに取り上げられている。文部科学省

のホームページには、大学図書館の機能は、「大学における学生の学習や大学が行う高等教

育及び学術研究活動全般を支える重要な学術情報基盤の役割を有しており、大学の教育研究

にとって不可欠な中核を成し、総合的な機能を担う機関の一つである。」と定義されている。

新医学図書館が完成する頃には私は大学生活を卒業しているが、医学部教育棟内に設置され

ることで、これまで以上に学生にとって身近な場所になるというメリットを活かし、久留米

大学医学部の一世紀の歴史と伝統を守りつつ時代に即した要請にも対処できるような医学

図書館にすべく、ワーキンググループの委員の先生方の協力を仰ぎながら明確なコンセプト

を掲げたいと思う。 
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  図書館からのお知らせ 

    


